
（3）む す一ひ心  

室瘍における配布帝乗による受怒重びに豪与の状冤麦把浸するため、本   

圃査を巽敬したが、その野糞結果冬草給すると、頓着な傾向は■みられなしl   

が、全級時に線等伯率は前年軌二比し、額々向上しぞおり、賢帝別でlま、   

寧壷の軍略辛が向上し、基質を邁じて骸も急い重婚辛を荒し、魯項秋冬の   

頓に低下し、地感鋸でば、北争符郡が葬も低く、他の硬感でt皐、禿ビ藍が   

範められなかった。  

しかしな永ら、全救栂な傾何として、受払宰1ま趣く、ニのこと庄、餌徴   

黄覚硬の溶大に伴う労幼刀不足、飾磨萌僕の夢悪化単に冠田するものと考え   

らわるので、索廷揆蹄の向上とともに、省力琶理、並びに飼養故老に園す   

る液疇の普及徹底窒はかる杷車があると渾われる。  
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 遺憾 亮  荒岡昭司  高楼啓一  

墟1猛牛の積東野一軒田毅の虐苅に伴う、凄絶牢の柔篤意懲、及び格棄ノ性状の   

変化にフいて闇夜するため鮮竣を実碓した。  

（／）試鞍方衷   

／）塀何 色昭和3ア、占～星3ア、き  3ケ閂何  

ヽ 2）依田裡権年  

昭子   覆 項・   ち  号●   生 算．日 日   

M   由レスタバン穏  イムペリアルミドリサートリスター   S ヨ3、ア、訝   

A   ク   えデけ）グホーフラル：私〉ですダ」ヲyド   S 3言、／♂、′ダ   

3）■採取囲囁  

－よ㌻－   



∠） 闇彗頂冒  

イ 環牝旨；巨梓象、胡過疎原文迫の乗最回教、声び師事市河  

靡則乾して空家窯／回の磯読取した。  

ロ 如図襟及後2国枝私選の努罵固執及び抑要埼何  

桁回快取ビ同じく、夜則として垂東寵／回の燦株取した。  

ノ＼ 措辞瞳．粁  

稀釈量、澹カ、措与漬屡、PH喝型賓、凛聴会董  

（2）一 味晩飯領   

／）綱珂裸叔造の乗罵牒慨  

2）初回殊取塩の汁「蓉噂呵  

る号   
閉園中  旅   費   将   珂  

揉取回敢            最 惣  長 夜  平 田   

M   ／∫   ／カ   占分  2．フょか   

A   ユ（∠   ／   き   ／．ダ7   

3） 2国民擦取返の東宮回教  

星 乗 馬 回 笥 馴 例 軟  平均空衆縄  

固  敬  

．∈   ヽL   ′   コ  ／   ．2．／3   名号  開何中 挟取匡丁数                      ク   ／占  、∫   ／  ノ′コ台   

4）ヱ回目搾取迫の折審問向  

射間中  抑   要   隋 ■申  
名号  
珠取回黎           渠 蟹  最 侯  平 河   

M   ／告   三 舎  ／吉倉  占．4∂命   

A   コ3   ／、古   ／よ   々、′タ   

－よ∠－   



∴：！ゝ・一・‥∴   

M 号  

採  召取  ・呈  宰相  横手渡寅（／⊂C中 偲）  

義カ      兼 少  帝 大  乎 均   哉 少  堰 大  平 原   

／ 回  ∫、♂   ダ、j  ク、♂ク  7♂、言什   7、争  ／ク、留  ／3、3   

2 屈  ∠、♂   ／ク、∂  7、古妻  フ∵S、3   j＼≦‘  ／占、9   夕、4   

乎増  埼   聖   牽 く％）  果 糖 含 量〔函亮且）  

H                  栗 少  最 大  平 河  蕨  

才、／  j、ユ／  女／受  占炎∂  富合ざ   よ＼   P、                            少  最 大  乎」・椙  ／ 回  宣、タグ  ♂、∠  ク、8  稼、ク3  3 ノ ー7  ∫∫タ  4告■ク  2 回  5、ク身  ク、／  
A  号  

平均  靖子真庭（／cc平 櫓）  

凍  取  堅     冶カ      電 少  最 大  平 均   殿 少  殿 大  平 焙   
／ 回  3、ク   よ∫   4、∫ グ  ク占、ヱ   ∫、綻  ／タ、ク  タ、ヱ占   

2  可  ．2、∂   d、∂   ≠、4∴2  7ア、3   ＿2、戸  ／3、S一  ∠、gク   

年増  埼  型．  牽 く％）  栗 地 合 衰て秀万石‾■一  

P、H                 限 少  震 大  平 増  殿 少  殿 大  平 均   

♂、々   

／ 回  g、♂占  ∂、3  ／♂、ユ  4、ぎ㌧3  ∫（フ 3  ク‘〉き  ク7占   ／4、ク  4、ヱ／  ∫ラグ  ダ、ヲ♂  ク占ヱ   
（ヲ）葛 栗   

／）初回廉取蔑の東雲国数及び抑噴帝閏につしlて  

原則として、安定した帝来室採取するため、窒有馬琶／回待った攻、  

床駁するよう努めたが、試験賄何が進むに伴って、さ無慮回教並びに栗  

馬柵要略尚も増加した。脾にA号においてlま、合田に入り巨東熊2国電  

草するよらに訂り、れ夢曙向も篭るしく増加した，文、M号における蚤  

衆罵回教、3匡、占固は、関都の医者に基因寸ると考えられる。   

2）2固冒採取旦の東笥回教、及び閏撃砕何について  

＝司邑炭層憎、同じく原則としこ／回杢乗馬生得しl琢取した．＝の癒  

合においてる、g胃に入つこカ＼ろ、恐い何基垂するよぅにむり、また、  

垂賓駕回祭各彗和し、M号珍5へ占回空東窯の時顛と倭厚、一致している。   

3）篭瀬′達ごこイノ三1ご†∵つ＝て  

－∫ア＿   



イ ・′回￥主）、■∴子く第三だ王∠回目鋳屠く埼釈の檻勘こついて  

華吾㌣芋二．針二つし、て菜渾して篭められた傾向は、  

久 2国賓のて「好感手写かが優れてい魯  

β  〃  楷与一潰芯J、、払下している  

C  〃  果糖金華が争＜なってい急  

乍〃∫例M雷／‰例4号  

／㌢吉例M署 ％桝A号  

′ライタ糾M書 ／％ユ例A号   

どあり、佃l＝委棄は殆ど荒められなかった－  

ロ 試牽帯向庫の席栗姓状の蚕化についこ  

A号においては、揆取蚤、海カ、碍子讃壱、筒型年寄が、樽に更イヒ   

した事爽は諏めうゎが、M号におし＼て各、凍餌賢、贈与覆虞、呵型率   

につしlては、変化が革められなかったが、鶉乃がワ日下毎より萄マ低   

下した。   

これはA茎に劉ヒが認めろわなかつたことからレて ノん㈹胡航   

血ム弘各によるのぐばないか乙老えられる。  

なお、当初は、占宵へ∂日米箆の予定ごオー次試験を兵廃したが、   

∂引こ入ってから、それでれ衆鴛国教並びに軍馬酪重野画が僧即し、   

M暑におし1ては、牙戸考2／日のユ回冒の凍取が閻温こなり、併談の綻   

行ポ躾暦の還哲に支偉を卓たすこ考えられるに奪ったのど、ぎ犀ヱ／日   

を与って試験博一在中止のやむな皇に空った。従っこ本試飲について   

詔洛ぼ出し得ないが、壇踵牛の状落夏頃果し、餅琶の継故につし1て、   

検印する考ぇどある。   

r   

吉昭和3ワ賢慮臥牽肉絶力検定試験（妙味）  

宮川正夫 青原東大印 大帝昭也   

／ 雷   門  

瑳級の産内座に関する経帝牒牒力宏把握し匪カの篤い香豚の宏荻藩及星   

図る。  

2 後塵方浩  

当瘍突巻の瑳聴から生産ヱれ、覆写経力牒牒に合格した同隈手放車から   

臆雌名2頚プつ計夕頭重幾人ご／経とし、下記の／♂終についこ、実植した。  

－よダー  


